
20259 月号

第574号
ホームページアドレス／https://www.village.ikusaka.nagano.jp/

世帯 700戸／人口 1,592人／男 807人／女 785人／前月対比　5人減
発行 生坂村役場（TEL.0263-69-3111)／印刷 川越印刷　松本市城西（TEL.0263-32-0131)

相模女子大学地域協働活動

生坂村の魅力を若い力でかたちに
相模女子大学地域協働活動

関係記事は裏表紙に掲載



2

今
年
の
総
合
防
災
訓
練
は
、

全
住
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し

て
、八
月
三
一
日
（
日
）
に
開
催

し
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

訓
練
は
、
村
か
ら
の
避
難
指

示
の
発
令
に
よ
り
、
自
主
防
災

組
織
の
役
員
や
防
災
士
の
皆
さ

ん
に
よ
る
避
難
所
の
開
設
の
準

備
、受
付
け・受
入
れ
の
手
順
や
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
避
難
と
避
難

状
況
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
避

難
所
と
村
災
害
対
策
本
部
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
結
び
、
情
報
伝
達

の
訓
練
も
実
施
し
ま
し
た
。

最
後
に
は
、
防
災
士
の
皆
さ

ん
に
「
一
時
避
難
の
重
要
性
と

災
害
備
蓄
品
に
つ
い
て
」
を
テ

ー
マ
と
し
た
講
習
会
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
も
、
住
民
の
皆
さ
ん

が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て

気
象
情
報
や
災
害
情
報
を
得
ら

れ
る
よ
う
、
そ
う
し
た
情
報
を

扱
う
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
ア
プ
リ

の
紹
介
と
操
作
方
法
等
に
つ
い

て
説
明
を
し
た
他
、
Ｖ
２
Ｈ
が

★
気
象
・
災
害
に
関
す
る
情
報

　
掲
載
サ
イ
ト

①
キ
キ
ク
ル
（
気
象
庁
）

②
長
野
県
災
害
情
報
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト

★
防
災
ア
プ
リ
の

　
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
方
法

①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ

ス
ト
ア
で「
防
災
ア
プ
リ
」と

検
索
。

◀
ア
プ
リ
ス
ト
ア
は
次
の

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

設
置
し
て
あ
る
避
難
所
で
は
、

操
作
方
法
を
説
明
し
ま
し
た
。

近
年
は
気
象
状
況
が
急
変
す

る
こ
と
が
多
く
、
少
し
で
も
早

く
各
種
情
報
を
住
民
の
皆
さ
ん

に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

安
全
な
行
動
に
つ
な
が
れ
ば
と

思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

今
回
行
っ
た
避
難
所
の
開
設

や
運
営
に
係
る
知
識
・
経
験
は
、

有
事
の
際
の
支
え
合
い
に
つ
な

が
り
ま
す
。

今
回
の
訓
練
で
見
え
た
課
題

や
反
省
を
、
今
後
の
避
難
所
の

運
営
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

②
お
好
み
の
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
。

　
日
頃
か
ら
防
災
ア
プ
リ
を
活

用
し
て
操
作
方
法
に
慣
れ
て
お

く
こ
と
も「
備
え
」の
一
つ
に
な

り
ま
す
。

お
す
す
め
の
ア
プ
リ
は
こ
ち
ら

↓◆
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！ 

防
災
速
報

◆
信
州
防
災

◆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
防
災

★
防
災
士
募
集
及
び
松
本
大
学

防
災
士
養
成
研
修
講
座
の
日

程
に
つ
い
て

　
村
で
は
、
地
域
に
お
け
る
防

災
の
担
い
手
と
な
る
防
災
士
の

養
成
を
促
進
し
、
災
害
に
強
い

む
ら
づ
く
り
に
資
す
る
た
め
、

防
災
士
の
資
格
を
取
得
い
た
だ

け
る
方
へ
、
防
災
士
養
成
研
修

講
座
の
受
講
料
や
資
格
申
請
料

な
ど
、
受
講
に
係
る
経
費
四
万

円
を
全
額
補
助
し
ま
す
。（
受
講

に
掛
か
る
交
通
費
は
除
く
）

　
今
年
度
の
防
災
士
養
成
研
修

講
座
は
、一
〇
月
二
五
日（
土
）、

二
六
日
（
日
）
と
三
月
七
日

（
土
）、
八
日
（
日
）
に
、
松
本
大

学
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
や
受
講
希
望

の
方
は
、役
場
総
務
課
（
六
九-

三
一
一
一
）
ま
で
お
電
話
く
だ

さ
い
。

令
和
七
年
度
生
坂
村
総
合
防
災
訓
練

令
和
七
年
度
生
坂
村
総
合
防
災
訓
練

Google Play ↓

APP Store ↓
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行
੓
に
ؔ
す
る
਎
近
な
૬
ஊ

૬
手
と
し
て
、
行
੓
૬
ஊ
ҕ
員

੍
度
が
あ
り
ま
す
。

行
੓
૬
ஊ
は
、
ࠃ
を
は
͡
め

と
す
る
全
て
の
行
੓
に
対
す
る

ۤ
情
や
ҙ
見
、要
望
等
、行
੓
の

࢓
組
み
や
手
続
き
に
ؔ
す
る
問

い
合
わ
せ
な
ど
に
つ
い
て
૬
ஊ

を
受
け
付
け
、助
ݴ
を
行
い
、そ

の
ղ
ܾ
や
実
ݱ
を
す
る
と
と
も

に
、
行
੓
の
੍
度
や
運
営
の
վ

ળ
に
生
か
す
࢓
組
み
で
す
。

総
務
省
で
は
ຖ
年
九
月
・
一

〇
月
を「
行
੓
૬
ஊ
月
ؒ
」と
ఆ

め
、
各
種
行
事
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

村
で
は
、
行
੓
૬
ஊ
ҕ
員
が

૬
ஊ
を
受
付
け
る
行
੓
૬
ஊ
所

を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

૬
ஊ
は
ແ
料
で
、
ൿ
ີ
は
क
ら

れ
ま
す
。
お
気
ܰ
に
ご
૬
ஊ
く

だ
さ
い
。

˗
ߦ
੓
૬
ஊ
ॴ
։
ઃ
日

日
時
　
一
〇
月
二
三
日（
໦
）

　
　
　
ޕ
લ
一
〇
時
か
ら

　
　
　
ޕ
後
二
時
ま
で

場
所
　
ए
ऀ
コ
ϛ
ュ
ニ
テ
ỹ

　
　
　
η
ン
タ
ー
研
修
ࣨ

　
਌
଒
等
の
成
年
後
見
ਓ
、
อ

ࠤ
ਓ
、
補
助
ਓ
を
受
೚
し
て
い

る
方
、
こ
れ
か
ら
ར
用
を
検
౼

し
て
い
る
方
、
成
年
後
見
੍
度

に
ؔ
৺
の
あ
る
方
を
対
象
に

「
成
年
後
見
ਓ
等
の
つ
ど
い
」を

開
催
し
ま
す
。

　
認
知
঱
や
ਫ਼
ਆ
ো
が
い
、
知

త
ো
が
い
を
お
࣋
ち
の
方
の
ࡒ

࢈
؅
ཧ
や
ܖ
໿
行
ҝ
に
お
い

て
、
成
年
後
見
੍
度
の
ར
用
が

ඞ
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　「
成
年
後
見
ਓ
等
の
つ
ど
い
」

で
は
、
実
際
に
成
年
後
見
ਓ
を

受
೚
し
て
い
る
࢘
法
ॻ
士
の
ઌ

生
か
ら
成
年
後
見
੍
度
の
֓
要

や
੍
度
ར
用
に
つ
い
て
講
ԋ
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
日
࣌

令
࿨
七
年
一
二
月
六
日（
土
）  

⿟
講
ԋ
　
　

　
ޕ
後
一
時
三
〇
෼
Ỗ

　
ޕ
後
三
時

⿟
ݸ
ผ
૬
ஊ
（
ઌ
ண
順
）

　
ޕ
後
三
時
Ỗ
ޕ
後
四
時

্
生
ࡔ
๺
地
۠
（
੢
手
・
Ѵ
・

ݪ
・
ؔ
԰
・
த
村
ஂ
地
）
を
担
౰

す
る
民
生
ࣇ
ಐ
ҕ
員
に
変
ߋ
が

あ
り
ま
し
た
。

೚
ظ
は
、
令
࿨
七
年
一
一
月

三
〇
日
ま
で
で
す
。

　
日
ৗ
生
活
の
த
で
、
৺
഑
ご

と
や
ࠔ
り
ご
と
が
あ
る
け
れ

ど
、
૬
ஊ
す
る
૬
手
が
い
な
か

っ
た
り
、୭
に
૬
ஊ
す
れ
ば
い
い

の
か
෼
か
ら
な
か
っ
た
り
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ʁ
そ
ん

な
時
、
਎
近
な
૬
ஊ
૬
手
と
な

り
、
皆
さ
ん
と
行
੓
や
ؔ
係
ػ

ؔ
と
を
つ
な
͙
ύ
イ
プ
役
と
な

る
の
が
民
生
ࣇ
ಐ
ҕ
員
で
す
。

　
各
地
۠
に
民
生
ࣇ
ಐ
ҕ
員
が

お
り
ま
す
の
で
、
お
気
ܰ
に
ご

૬
ஊ
く
だ
さ
い
。

◆
ձ
৔
　
　

松
本
ࢢ
松
ೆ
地
۠
ެ
民
ؗ

（
な
ん
な
ん
ひ
Ζ
ば
）
三
֊ 

大
会
ٞ
ࣨ

（
住
所
　
松
本
ࢢ
๕
野
四
൪

一
߸
）

˞
ೆ
松
本
Ӻ
ೆ
ଆ 

ٶ
ా
લ

౿
੾
の
ಓ
࿏
ཱ
ମ
Խ
޻
事

に
൐
う
交
通
ن
੍
に
ご
஫

ҙ
く
だ
さ
い
。

◆
಺
༰  

①
講
ԋ
、
࣭
ٙ
Ԡ
౴

　「
ऴ
活
・
お
ひ
と
り
༷
支
ԉ

と
೚
ҙ
後
見
੍
度
」

　
講
ࢣ

　
খ
松
࿨
ໜ
　
࢘
法
ॻ
士

②
ݸ
ผ
૬
ஊ
　
六
組
（
ઌ
ண

順
）

　
一
組
二
〇
෼
ఔ
度

　
対
Ԡ

　
খ
松
࿨
ໜ
　
࢘
法
ॻ
士
、

　
ؘ
ౡ
߽
　
࢘
法
ॻ
士

◆
ର
象
ऀ

松
本
ࢢ
、
安
ಶ
野
ࢢ
、
ຑ
੷

村
、生
ࡔ
村
ࢁ、
ܗ
村
、ே
日
村
、

ஜ
๺
村
に
ࡏ
住
で

①
਌
଒
等
の
成
年
後
見
ਓ
、

อ
ࠤ
ਓ
、
補
助
ਓ
に
な
っ

て
い
る
方

②
成
年
後
見
੍
度
の
ར
用
を

検
౼
し
て
い
る
方

ᶅ
成
年
後
見
੍
度
に
ؔ
৺
の

あ
る
方

◆
ఆ
һ
　
　
八
〇
໊

◆
ࢀ
Ճ
අ
　
ແ
料

◆
ਃ
ࠐ
方
法

　
令
࿨
七
年
一
〇
月
一
五
日

（
ਫ
）
Ỗ
一
一
月
二
一
日
（
ۚ
）

（
土
・
日
・
ॕ
日
を
除
く
。）

ޕ
લ
八
時
三
〇
෼
Ỗ
ޕ
後
五

時
一
五
෼
ま
で
の
ؒ
に
電
話
で

お
申
ࠐ
み
く
だ
さ
い
。

　
ݸ
ผ
૬
ஊ
を
希
望
さ
れ
る
方

は
申
ࠐ
み
の
際
に
お
申
し
ग़
く

だ
さ
い
。

◆
͓
ਃ
ࠐ
Έ
・
͓
໰
い
߹
Θ
ͤ
　

松
本
ࢢ
ࣾ
会
෱
ࢱ
ڠ
ٞ
会

成
年
後
見
支
ԉ
η
ン
タ
ー
か

け
は
し

☎︎
八
八-

六
六
九
九

ߦ
੓
૬
ஊ
ॴ
։
ઃ
ͷ

ߦ
੓
૬
ஊ
ॴ
։
ઃ
ͷ

͓
஌
Β
ͤ

͓
஌
Β
ͤ

ຽ
生
ࣇ
ಐ
ҕ
һ
͕

ຽ
生
ࣇ
ಐ
ҕ
һ
͕

ม
Θ
Γ
·
͠
ͨ

ม
Θ
Γ
·
͠
ͨ

ứ
੒
年
ޙ
ݟ
ਓ
౳
ͷ
ͭ
Ͳ

ứ
੒
年
ޙ
ݟ
ਓ
౳
ͷ
ͭ
Ͳ

͍
Ừ
։
࠵
ͷ
͓
஌
Β
ͤ

͍
Ừ
։
࠵
ͷ
͓
஌
Β
ͤ

୍ᖒ ૖๕͞Μ
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4年生の4年生の
クラス紹介クラス紹介

小学校だより

か
ら
長
野
ࢢ
֗
地
を
見
౉
し
ま

し
た
。生
ࡔ
村
と
ൺ
΂
て
ߴ
い
Ϗ

ル
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

Ѩ
部
知
事
に
は
会
え
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
知
事
ࣨ
಺
を
見
学
し

た
り
、
災
害
対
策
η
ン
タ
ー
や

通
信
指
令
ࣨ
の
࢓
組
み
を
学
ん

だ
り
し
ま
し
た
。
次
に
ળ
ޫ
ࣉ

へ
行
き
ま
し
た
。
参
ಓ
に
は
大

੎
の
֎
ࠃ
ਓ
が
い
ま
し
た
。
本

ಊ
手
લ
に
あ
る
大
߳
࿍
か
ら
ग़

て
い
る
Ԏ
を
಄
や
਎
ମ
に
た
く

さ
ん
つ
け
ま
し
た
。本
ಊ
の
த
は

޿
く
て
҉
く
て
お
経
の
੠
が
し

て
ෆ
思
ٞ
な
ײ
͡
が
し
ま
し

学
年
ら
し
く
が
ん
ば
Ζ
う
」
に

ܾ
め
ま
し
た
。
۩
ମ
త
に
は
、

「
ຖ
日
ݩ、
気
に
ొ
ߍ
す
る
」「
௿

学
年
を
支
え
な
が
ら
、
学
ߍ
生

活
を
が
ん
ば
る
」「
明
る
い
気
࣋

ち
、い
い
気
࣋
ち
」「
ຖ
日
ス
マ
イ

ル
」の
四
つ
を
໨
౰
て
に
し
て
い

ま
す
。
学
ڃ
だ
よ
り
の
タ
イ
ト

ル
は「
ス
マ
イ
ル
」
に
な
っ
て
い

ま
す
。
　

　
四
年
生
の
最
大
の
行
事
は
長

野
ࣾ
会
見
学
で
す
。
ڭ
ҭ
ҕ
員

会
に
村
ό
ス
を
手
഑
し
て
い
た

だ
き
、六
月
二
四
日
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
長
野
県
庁
で
は
԰
্

　
四
年
生
は
、உ
ࢠ
六
໊
、ঁ
ࢠ

四
໊
、合
ܭ
一
〇
໊
の
ク
ラ
ス
で

す
。
今
年
度
よ
り
ߴ
学
年
の
஥

ؒ
入
り
を
し
ま
し
た
。
ࣇ
ಐ
会

の
ҕ
員
会
活
動
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
౰
൪
活
動
や
ҕ
員
会
行

事
の
準
備
な
ど
、五
・
六
年
生
に

ڭ
え
て
も
ら
い
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
活
動
も

࢝
ま
り
ま
し
た
。ス
ポ
ー
π
ク
ラ

ブ
、ࣨ
಺
ή
ー
Ϝ
ク
ラ
ブ
、ク
ラ

フ
ト
ク
ラ
ブ
の
三
つ
か
ら
自
෼

の
希
望
す
る
ク
ラ
ブ
に
加
入
し

て
ָ
し
ん
で
い
ま
す
。

　
四
年
生
の
ク
ラ
ス
໨
ඪ
は
、

ߴ
学
年
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、四

月
に
み
ん
な
で
話
し
合
い「
ߴ

た
。
ળ
ޫ
ࣉ
の
ྡ
に
あ
る
৓
ࢁ

ެ
Ԃ
で
お
ன
を
৯
΂
ま
し
た
。

お
Ո
で
作
っ
て
も
ら
っ
た
お
ห

౰
は
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で

す
。৓
ࢁ
ެ
Ԃ
で
༡
ん
だ
後
、৓

ࢁ
動
෺
Ԃ
に
行
き
ま
し
た
。
動

෺
Ԃ
で
は
൝
ผ
行
動
を
し
ま
し

た
。一
時
ؒ
く
ら
い
で
し
た
が
、

た
く
さ
ん
の
動
෺
に
会
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。த
で
も「
൧
ߝ

の
৿
」で
は
、খ
さ
な
動
෺
た
ち

を
୳
す
、
؍
࡯
す
る
な
ど
ମ
験

త
な
学
習
が
で
き
ま
し
た
。
施

設
の
த
で
ニ
ϗ
ン
リ
ス
、ニ
ϗ
ン

イ
γ
Ψ
ϝ
、ク
サ
Ψ
ϝ
、オ
γ
ド

リ
、コ
サ
Ϊ
を
見
つ
け
ま
し
た
。

リ
ス
を
こ
ん
な
に
近
く
で
؍
࡯

し
た
の
は
ॳ
め
て
で
し
た
。行
き

ؼ
り
の
ό
ス
の
த
で
は
係
が
Ϩ

ク
リ
ェ
ー
γ
ἀ
ン
を
ܭ
ը
し
て

く
れ
た
の
で
ָ
し
く
す
ご
し
ま

し
た
。ό
ス
ਲ
い
を
す
る
ਓ
は
一

ਓ
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
の
見

学
の
経
験
を
དྷ
年
の
॓
ധ
学
習

や
六
年
の
修
学
ཱྀ
行
に
活
か
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　
総
合
త
な
学
習
の
時
ؒ
は
、

今
年
度
か
ら
࢝
ま
っ
た「
い
く

さ
か
学
」と
ク
ラ
ス
総
合
を
行
っ

て
い
ま
す
。ク
ラ
ス
総
合
は
、「
地

域
め
͙
り
」
を
ܭ
ը
し
ま
し
た
。

一
〇
ਓ
が
そ
れ
ͧ
れ
、村
಺
の
施

設
や
໊
所
چ
੻
を
担
౰
し
Ҋ
಺

し
て
い
き
ま
す
。一
学
ظ
は「
#

ˍ
(
」
と「
ࣾ
会
෱
ࢱ
ڠ
ٞ
会
・

σ
イ
サ
ー
Ϗ
ス
」
を
๚
Ͷ
ま
し

た
。

　
二
学
ظ
は
Ի
ָ
会
が
あ
り
ま

す
。
合
এ
と
合
૗
の
ۂ
を
ܾ
め

て
練
習
を
࢝
め
て
い
ま
す
。一
〇

月
の
Ի
ָ
会
で
は
た
く
さ
ん
の

方
に
ௌ
い
て
も
ら
い
た
い
で
す
。



�

中学校だより
生ࡔதֶߍਧ૗ָ෦生ࡔதֶߍਧ૗ָ෦

　男子２名、女子４名の６名で活動しています。少人数の部活動ですが、日々楽しみながら丁寧に練習し、表現
を磨いています。
　今年度はコンクールに向けて、筑北中学校、聖南中学校と合同で練習をしてきました。本番でも、音楽が大好
きな仲間達と共に協力し、精一杯演奏することができました。

【部活動紹介】

　私はこの３年間「心・響・楽」という目標を大切に吹奏楽部員として部活動に励みました。また、顧問の先生
や講師の先生からたくさんのことを教えていただき、学びました。全員で心を一つにして音楽を作り上げなけ
ればならないので、難しさや厳しさを感じたこともありましたが、懸命に練習してきたからこそ、演奏技術や
表現力がついたと思います。３年間吹奏楽部で学んだことや経験を、今後もさまざまな場面で生かしていきた
いです。� ３年�I・�M

　私が吹奏楽部に入部しようと思ったきっかけは、
小学校６年生のときに見たかしわ祭で先輩が真剣
に、また、楽しそうに演奏していた姿を見て、私も
先輩達のように吹いてみたいと思ったからです。入
部してすぐの頃は想像していたより全然上手くいか
なくて怒られて周りのみんなに迷惑をかけたこと
で、やめたいと何度も思ってくじけそうになったけ
れど、みんなに支えられてどんどん上手に吹けるよ
うになりました。最後の夏の大会では、結果は残念
だったけれど自分の実力を発揮できたと思います。
� ３年K・O

　３年間吹奏楽をやってきて学んだことがたくさん
ありました。最初は何もわからなかった私だけれど、
先輩達に教えてもらえて嬉しかったです。２年にな
り先輩として不安でしたが、責任感が出てきました。
わかりやすく伝えるために何かに例えるような表現
で面白く教えると、教えることは苦手でしたが、自
分も楽しく気分も明るくなった気がしました。３年
になってから、私達が「後輩を支える‼」という思
いで励みました。合同部活でもあいさつや返事等も
懸命に取り組みました。これからも何事も「やりき
る」気持ちで頑張りたいです。� ３年　K・T
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日� 月� 火� 水� 木� 金� 土�
2288  2299  3300  11  22  33  44  

55  66  77  88  99  1100  1111  
1122  1133  1144  1155  1166  1177  1188  

1199  2200  2211  2222  2233  2244  2255  
2266  2277  2288  2299  3300  3311  11  

※※�� �� ��・・・図書室の休館日�
※※�� �� ��・・・�� 時閉館�

���� 年��� 月�開館日カレンダー�℡℡ 6 9 - 3 0 5 0 

開館／月～金＝10 時～18 時  土曜日＝10 時～17 時 
休館／毎週日曜日、祝日、毎月第３金曜日、年末年始、蔵書整理期間等 

�

カフェスペース�

●お一人様コーヒー１杯まで無料�

●軽食の持ち込み可�

生坂の祭りのＤＶＤ上映会�

� ●【下生野五社宮・上生坂日置神社・雲根祭り舟、込地と�

宇留賀の神楽】を上映します。�



�

一般書��

■鎌倉茶藝館�� � � � � � � � � �（伊吹有喜）�

■マスカレード・ライフ� � � � � （東野�圭吾）�

■女の国会� � � � � � � � � � � （新川�帆立）�

■ブレイクショットの軌跡� � � � （逢坂�冬馬）�

■城砦� 上・下�
（アーチボルド・ジョセフ・クローニン）�

■四維街一号に暮らす五人� � � � （楊�双子）�

■メメント・ヴィータ� � � � � � （藤原新也）�

■信州青木村� 慶太伝� 立志編� （根本� 忠一）�

■あした死ぬかもよ��人生最後の日に笑って死�

ねる �� の質問� � � � � � �（ひすいこたろう）�

■今日は昨日のつづき� どこからか言葉が�
（谷川�俊太郎）�

■終わりなき対話―やさしさを教えてほしい―�
（谷川俊太郎�著、中島みゆき�著）�

■この先の、稼ぎ方がわからない。�

�� 歳から考えるお仕事図鑑� � �（門賀美央子）�

■また旅２� � � � � � � � � � � � （岡本仁）�

■はじめての猫とのしあわせな暮らし方�
（猫びより編集部）�

■わたしを幸せにする０円生活� � （田村�ゆに）�

■子どもも兵士になった�沖縄・三中学徒隊の戦世�
（真鍋和子、�多屋光孫）�

■こぐまのケーキ屋さん③④� � � （カメントツ）�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

文庫・新書�

■火喰鳥を、喰う� � � � � � � � � （原�浩）�

■一橋桐子����の犯罪日記� � � � � （原田ひ香）�

■移動する人はうまくいく� � � � （長倉�顕太）�

実用書�
�

■別冊暮しの手帖� 暮しの手帖の�

くり返しレシピ� � � � � （暮しの手帖編集部）�

■からだ整えおにぎりとみそ汁� � � （藤井�恵）�

えほん�

■うみのたからもの� � � � � （たかお�ゆうこ）�

■ガール・イン・レッド� （ロベルト・インノチェ�

ンティ�絵・原案、アーロン・フリッシュ�文）�

■ねこのピート�だいすきなしろいくつ� � � �
（エリック・リトウィン�作、ジェームス・ディーン�絵）�

■ノラネコぐんだん�アイスのくに（工藤�ノリコ）�

■うかぶかな��しずむかな��
（川村�康文�文、�遠藤�宏�写真）�

児童書�

■はじめてのスケートボード� � � � （�������）�

■いま、日本は戦争をしている�―太平洋戦争の�

ときの子どもたち―� � � � � � （堀川理万子）�

■絶体絶命ゲーム⑭⑮� � � � � � （藤�ダリオ）�

■こびと大図鑑��こびとづかん�（なばた�としたか）�

 
�

�新� 着� 本� （９月２５日から貸出） 

ええほほんん  

児児童童書書 

一一般般  

今年も秋の恒例古本市を行います！�
昨年も久しぶりの人とお茶をしながら話したり、�
気に入った古本を思い思いに見つけたりと、みなさん秋

の一日を穏やかに過ごされていました。�
今年は図書室で保管していた生坂の昔のお祭りの

���の上映会も併せて行います。� ぜひ、お越しください。� � �
（まるやま）�
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ứ̇
ݹ
本
ࢢ
ˍ
ϒ
ỽ
Ϋ
Χ
ϑ
ỻ
Ừ

　
։
࠵
ʂ

一
〇
月
二
五
日（
土
）に
古
本

市
＆
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
を
開
催
し

ま
す
。

詳
細
は
、
図
書
か
ん
だ
よ
り

の
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

場
所
／
生
涯
学
習
施
設
た
ん
ぽ

ぽ時
間
／
一
〇
時
か
ら

　
　
　
一
六
時
ま
で

˙
ୈ
ೋ
ʓ
ճ 

ứ
͜
の
本
Α
͔
ỳ

ͨ
৆
Ừ募
集
の
͓
஌
Β
ͤ

　
毎
年
秋
恒
例
の
「
こ
の
本
よ

か
っ
た
賞
」を
募
集
し
ま
す
。自

分
で
読
ん
で
「
こ
の
本
良
か
っ

た
～
」「
み
ん
な
に
も
読
ん
で
ほ

し
い
！
」
と
い
う
本
の
紹
介
文

を
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
あ
る
所
定

の
用
紙
に
記
入
し
て
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。紹
介
文
は
、一
〇
月

以
降
の
図
書
か
ん
だ
よ
り
で
紹

介
し
ま
す
。さ
ら
に
、応
募
者
の

中
か
ら
抽
選
で
、
生
坂
村
図
書

室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
本
だ
い
す

き
の
会
」よ
り
、景
品
も
プ
レ
ゼ

ン
ト
。

　
今
年
度
も
、
大
人
の
方
向
け

に
そ
の
年
の
読
ん
で
良
か
っ
た

本
ベ
ス
ト
３
の
用
紙
も
配
布
し

て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
に

ご
応
募
い
た
だ
き
、
お
す
す
め

の
本
を
ご
紹
介
下
さ
い
。

次
に
借
り
る
本
の
参
考
に
さ

れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
よ
う
な
の
で
、
本
を
き
っ
か

け
と
し
た
輪
が
つ
な
が
れ
ば
い

い
な
と
思
い
ま
す
。

　
深
ま
る
秋
、
出
合
っ
た
こ
と

の
な
い
本
と
た
く
さ
ん
出
合

い
、
実
り
の
あ
る
読
書
の
秋
に

し
ま
し
ょ
う
。

た
ん
ぽ
ぽ

図
書
館
&
児
童
館

き
ま
し
ょ！

す
。高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
の
急

増
、一
人
暮
ら
し
高
齢
女
性
を

中
心
と
し
た
経
済
不
安
、
社
会

と
の
か
か
わ
り
の
減
少
に
よ
る

孤
立
な
ど
。も
し
一
人
に
な
っ
た

時
、
買
い
物
、
料
理
、
洗
濯
な
ど

基
本
的
な
こ
と
が
で
き
、
日
常

生
活
が
自
立
し
て
い
れ
ば
暮
ら

し
て
い
け
ま
す
。ま
た
、ど
ん
な

こ
と
で
も
い
い
の
で
、自
分
の
役

割
を
務
め
た
り
、
様
々
な
努
力

を
す
る
こ
と
も
社
会
的
自
立
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
の
た
め

に
は
、
若
い
時
か
ら
慣
れ
て
お

く
こ
と
と
、
適
切
に
人
や
制
度

に
頼
る
事
で
自
立
で
き
る
状
況

に
な
り
ま
す
。

　「
自
立
」
と
い
う
言
葉
は
、
子

ど
も
が
親
か
ら
離
れ
て
一
人
立

ち
す
る
時
に
使
わ
れ
た
り
し
ま

す
ね
。他
に
も
、社
会
生
活
の
自

立
、日
常
生
活
の
自
立
、精
神
的

自
立
、経
済
的
自
立
な
ど
。

元
気
で
家
族
や
友
達
と
過
ご

し
て
い
る
時
や
、
仕
事
や
地
域

活
動
で
社
会
と
つ
な
が
っ
て
い

る
時
に
は
、
自
分
は
自
立
し
て

い
る
と
感
じ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
だ
れ
に
も
頼
ら
ず
一
人
で
何

で
も
で
き
る
、
と
い
う
意
味
で

使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、

高
齢
に
な
っ
て
く
る
と
、ま
た
自

立
の
意
味
が
少
し
違
っ
て
き
ま

ʙ�ʮཱࣗʯͬ ͯ�ʙʙ�ʮཱࣗʯͬ ͯ�ʙ

ともに進もう！ 第6回

男女共同参画社会

Ⓒ
段

　丹
映
子

　無
断
転
載
禁
止
（
「
ち
い
さ
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
ほ
お
ず
き
書
籍
）



�

☆
地
域
未
来
塾

　
一
〇
月
二
五
日
（
土
）

　
　
　
ޕ
ޙ
一
時
一
五
分
～

　
会
場
ɾ
̗
＆
̜
ւ
༸
η
ン
タ
ー

　
　
　
　
二
֊
会
ٞ
室

☆
絵
手
紙
教
室

　
一
〇
月
　
࢛
日
（
土
）

　
　
　
ޕ
લ
一
〇
時
～

　
会
場
ɾ
ࣇ
ಐ
ؗ
「
た
ん
ぽ
ぽ
」

　
　
　 

૑
࡞
室

☆
い
く
さ
か
歩
こ
う
部

　
໌
Պ
ഇ
ઢ
ෑ
き
ί
ー
ス

一
〇
月
　
ࣣ
日
（
Ր
）

　
　
　
ޕ
ޙ
二
時
～

集
合
場
所
ɾ
安
ಶ
໺
市
໌
Պ

૯
合
෱
ࢱ
η
ン
タ
ー
ற
ं
場

༗
ಟ
き
の
こ
に
よ
る
৯
中
ಟ

は
、
過
ڈ
े
年
間
に
ݝ
಺
で
ൃ

生
し
た
৯
中
ಟ
݅
਺
の
໿
六
ˋ

を
઎
め
て
お
り
、
例
年
そ
の
ൃ

生
が
ة
ዧ
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ն
の
気
Թ
が
高
く
、
そ
の
ޙ

適
度
な
降
Ӎ
が
あ
り
、
ே
൩
の

気
Թ
が
௿
下
す
る
と
、
多
く
の

き
の
こ
が
ൃ
生
す
る
と
考
͑
ら

れ
て
い
ま
す
。

例
年
、
ಟ
き
の
こ
を
ݪ
Ҽ
と

す
る
৯
中
ಟ
は
、
۝
月
か
ら
े

月
に
多
く
、
家
ఉ
を
中
心
に
ൃ

生
し
て
い
ま
す
。

　
ݝ
಺
で
も
υ
ク
π
ϧ
タ
έ
ٴ

ͼ
ί
テ
ン
ά
タ
έ
Ϟ
υ
Ω
の
ޡ

৯
に
よ
り
ࢮ
๢
す
る
事
例
が
ൃ

生
し
て
お
り
、
໺
生
き
の
こ
の

٤
৯
に
は
े
分
な
஫
意
が
ඞ
ཁ

で
す
。

༗
ಟ
き
の
こ
と
৯
用
き
の
こ

を
ݟ
分
け
る
に
は
、
ޡ
っ
た
言

い
఻
͑
や
໎
৴
を
৴
じ
ず
、
৯

΂
ら
れ
る
き
の
こ
の
ಛ
௃
を
׬

શ
に
֮
͑
る
し
か
あ
り
ま
ͤ

ん
。

　
き
の
こ
は
छ
ྨ
が
多
い
に
も

ؔ
わ
ら
ず
、
ࡾ
割
ఔ
度
し
か
໊

　
大
Ԧ
わ
さ
ͼ
೶
場
ί
ー
ス

一
〇
月
二
二
日
（
ਫ
）

　
　
　
ޕ
લ
一
〇
時
～

集
合
場
所
ɾ
̗
＆
̜
ւ
༸
η

ン
タ
ー
ற
ं
場

˞
Ӎ
ఱ
時
は
̗
＆
̜
ւ
༸
η

ン
タ
ー
΁
お
ӽ
し
く
だ
さ

い
。

☆
生
坂
村
文
化
祭

　
ݸ
人
や
α
ー
ク
ϧŋ

ެ
ຽ
ؗ

ڭ
室
౳
で
੡
࡞
し
た
、
様
々
な

࡞
品
を
ల
ࣔ
し
ま
す
。

　
一
〇
月
一
ീ
日
（
土
）
か
ら

　
　
　
　
二
ࡾ
日
（
໦
）
ま
で

　
会
場
ɾ
生
坂
村
঎
޻
会
ؗ

લ
が
わ
か
っ
て
い
ま
ͤ
ん
。
図

ؑ
に
出
て
い
な
い
き
の
こ
が
多

く
あ
る
た
め
、
ແ
理
に
図
ؑ
に

ܝ
ࡌ
さ
れ
て
い
る
も
の
に
౰
て

は
め
な
い
こ
と
も
ॏ
ཁ
で
す
。

【
き
の
こ
食
中
毒
予
防
ポ
イ
ン

ト
】

ᶃ
わ
か
ら
な
い
き
の
こ
は
࠾
ら

な
い
、
৯
΂
な
い
、
ച
ら
な

い
、
人
に
あ
͛
な
い
。

ᶄ
৯
΂
ら
れ
る
き
の
こ
の
ಛ
௃

を
׬
શ
に
֮
͑
る
。

ᶅ
わ
か
っ
て
い
て
も
、
も
う
一

度
よ
く
確
認
す
る
。（
毎
年
࠾

っ
て
৯
΂
て
い
る
き
の
こ
で

も
、ಉ
じ
時
ظ
や
場
所
に
、ྨ

ࣅ
し
た
ಟ
き
の
こ
が
生
͑
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

ᶆ
ޡ
っ
た
言
い
఻
͑
や
໎
৴
を

৴
じ
な
い
。（
ฑ
が
ॎ
に
྾
け

る
き
の
こ
は
৯
΂
ら
れ
る
、

φ
ス
と
一
ॹ
に
ࣽ
る
と
ಟ
ফ

し
に
な
る
౳
）

ޡ
っ
て
ಟ
き
の
こ
を
৯
΂
て

し
ま
っ
た
ら
、৯
΂
た
छ
ྨ
、ྔ

に
も
よ
り
ま
す
が
、
৯
ޙ
े
～

ࡾ
े
分
Ґ
で
ң
が
ॏ
く
な
り
、

Ή
か
つ
く
な
ど
の
঱
状（
ෲ
௧
ɾ

下
ཀྵ
ɾ
ᅅ
ు
ɾ
神
経
ো
֐
な
ど
）

が
出
ま
す
。

　
ࢦ
を
ޱ
の
中
に
深
く
入
れ
、

৯
΂
た
物
を
શ
෦
ు
き
出
し
、

ૣ
急
に
ҩ
ࢣ
の
਍
࡯
を
ड
け
て

下
さ
い
。

　
ಟ
き
の
こ
で
な
く
て
も
、
古

く
な
っ
た
き
の
こ
や
ই
ん
だ
き

の
こ
で
も
中
ಟ
様
঱
状
を
ى
こ

し
ま
す
。৯
用
の
き
の
こ
で
も
、

生
の
状
ଶ
で
৯
΂
た
り
、
一
度

に
大
ྔ
に
৯
΂
た
り
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

I
ʓ
݄

ެ
ຽ
ؗ
ڭ
ࣨ
ɾ
ࣾ
ձ
ڭ
ҭ
ỏ

生
֔
ֶ
श
ؔ
࿈
Π
ϕ
ϯ
τ

༗
ಟ
͖
ͷ
͜
ʹ
Α
Δ
৯
த
ಟ
ʹ
͝
஫
ҙ
Λ
ʂ

༗
ಟ
͖
ͷ
͜
ʹ
Α
Δ
৯
த
ಟ
ʹ
͝
஫
ҙ
Λ
ʂ

◆
お
悔
や
み

◆
お
悔
や
み

　　申
し
上
げ
ま
す
◆

申
し
上
げ
ま
す
◆

五
े
ཛྷ
௕
࣏
さ
ん（
��
ࡀ
　
૲
　
ඌ
）

খ
ྛ
　
फ
௚
さ
ん（
��
ࡀ
　
下
生
໺
）

∁
໺
Π
ク
ϭ
さ
ん（
��
ࡀ
　
下
生
໺
）
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村
で
は
、ಛ
ఆ
࣬
）ױ
指
ఆ
難

ප
）
等
受
څ
ऀ
ূ
を
お
࣋
ち
の

方
に
、見
෣
ۚ
を
支
څ
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
は
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

ừ
対
象
ऀ
Ử

　
一
〇
月
一
日
ݱ
ࡏ
、
次
の
い

ͣ
れ
か
の
受
څ
ऀ
ূ
を
お
࣋
ち

の
方

˝
ಛ
ఆ
ҩ
ྍ
（
指
ఆ
難
ප
）

 

受
څ
ऀ
ূ
　

˝
長
野
県
ಛ
ఆ
࣬
ප
ҩ
ྍ
費

 

受
څ
ऀ
ূ

˝
ಛ
ఆ
࣬
ױ
ҩ
ྍ
費
受
څ
ऀ
ূ

˝
খ
ࣇ
ຫ
性
ಛ
ఆ
࣬
ප
ҩ
ྍ
費

 

受
څ
ऀ
ূ

˝
ウ
イ
ル
ス
؊
Ԍ
ҩ
ྍ
費

 

受
څ
ऀ
ূ

ừ
見
෣
ۚ
の
額
Ử

　
年
額
　
二
万
円

ừ
申
請
ظ
ݶ
Ử

　
令
࿨
八
年
二
月
຤
ま
で

ừ
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
Ử

݈
߁
෱
ࢱ
課
（
݈
߁
؅
ཧ
η

ン
タ
ー
）

　
ὸ
六
九
ổ
三
五
〇
〇

ಛ
ఆ
࣬
ױ
౳
ݟ
෣
ۚ

ಛ
ఆ
࣬
ױ
౳
ݟ
෣
ۚ

ࢧ
څ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

ࢧ
څ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

■開札結果（8月）� （単位：千円）

担当課
入札日

種　別 事　業　名 実施・納品場所 落�札�業�者
落札価格
（税抜）

住民課
８月19日

工事 令和７年度やまなみ荘改修工事 村営やまなみ荘 生坂特定建設工事共同企業体 196,500
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（１）接種日に６５歳以上の方（６５歳の誕生日の前日から接種できます）
（２）接種日に６０歳から６４歳で、心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能、またヒト免疫

不全ウイルスによる免疫機能障がいを有する方

各ワクチンとも接種回数は です。

種 類 接 種 期 間

高齢者インフルエンザ 令和 7 年１０月１日（水） ～ 令和８年１月３１日（土）

新型コロナウイルス 令和 7 年１０月１日（水） ～ 令和８年３月３１日（火）

○ 高齢者インフルエンザ １，０００円

○ 新型コロナウイルス １，０００円

かかりつけの医療機関等 各自で予約してください。

令和６年度に接種された方には、９月下旬に接種券を送付いたします。
案内ハガキが届いた方で、今年度接種を希望される方は健康福祉課までご連絡ください。

健康福祉課（健康管理センター） 69-3500

季節性インフルエンザ予防接種を受けた場合に、接種費用の全額助成を行っています。
対象となるご家庭に、通知と申請書または案内ハガキを送付いたしますので、助成を希望
される保護者の方は、接種にかかった費用の領収書とともに健康福祉課へ申請をしてくだ
さい。

※対 象 者 生後６ヶ月から高校３年生相当にあたるお子さん
※接種期間 令和７年 10月１日（水） ～ 令和８年１月 31日（土）まで
※申請期限 令和８年２月 10日（火） まで

【申請・お問い合わせ】 健康福祉課（健康管理センター） 69-3500

高齢者インフルエンザ・新型コロナウイルス

１０月からワクチン接種が始まります

※ 対象者

※ 接種期間と接種回数

１回

※ 自己負担

※ 接種場所

こどものインフルエンザ予防接種助成
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地域支え合い推進会議主催サロン

い

10月 2８日（火）     １０時～１２時

ご近所お誘いあわせの上おいでください。
       他の区も順次開催予定ですのでお楽しみに。

お問い合わせ 健康福祉課（健康管理センター）
電話 ６９－３５００
担当 竹内

地域支え合い推進会議から生まれた、
住民が気軽に集える場所です。

地区をまたいでの参加も大歓迎。
年齢問わず、どなたでも参加可能です。

みんなでわいわい集いましょう！

いどばたキャラバンってなに？ 参加費
無料！

古坂地区
介護予防拠点施設

草尾交流センター 小立野公民館

れんこんは、秋から冬にかけて旬を迎えます。春先に出回るれんこんは、あっさりし

た味と香りが特徴です。それに対して、旬の物は粘りと甘みが勝っています。炭水化物

が多いので、食べ応えがあります。

れんこんは、食物繊維やカリウム、カルシウムが多く含まれ、栄養素の宝庫とも言わ

れる野菜です。食物繊維の摂取は、ぶどう糖の吸収速度を緩やかにします。そのため、

食後の血糖値の上昇を防ぎ、コレステロールの吸収を抑制するなど、多くの生活習慣病

のリスクを低下させる働きがあると言われています。

今回のおすすめレシピは

1 人分 栄養価

エネルギー ２０７Kcal たんぱく質 ５.９ｇ

脂質 １０.６ｇ 炭水化物 ２１.５ｇ 食塩相当量 ０.９ｇ

※ 具のれんこんは、すりおろしではなく、

みじん切りでも良い。

作り方

① れんこんは、５㎜厚さの輪切り又は半

月切りにして、１分ほどレンジで加熱

しておく。

② 片栗粉 B、青のり、塩を混ぜておく。

③ すりおろしれんこんと豚ミンチ、パン

粉、片栗粉 A をよく混ぜ合わせる。

④ ①の輪切りれんこんに③を挟み、まわ

りに②の片栗粉をまぶす。

⑤ フライパンに油を入れて、④を弱火で

じっくり、蓋をして両面こんがり焼く。

材料（２人分）

れんこん ６０ｇ

すりおろしれんこん ５０ｇ

豚ミンチ ５０ｇ

パン粉 大さじ２

片栗粉Ａ 大さじ１

片栗粉Ｂ 大さじ２

青のり 小さじ１

塩 小さじ１/４

油 大さじ１

おすすめの組み合わせ

主食：ごはん

主菜：W れんこんの挟み焼き

副菜：青菜の胡麻（胡桃）和え

汁物：具だくさんみそ汁 等

☆組み合わせて、バランスよく食べましょう！

旬の食べ物は、

体に元気を

与えてくれます

०Λ৯΂Α ʢ͏ΕΜ͜Μฤʣ

W
ダブル

れんこんの挟み焼き
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れんこんは、秋から冬にかけて旬を迎えます。春先に出回るれんこんは、あっさりし

た味と香りが特徴です。それに対して、旬の物は粘りと甘みが勝っています。炭水化物

が多いので、食べ応えがあります。

れんこんは、食物繊維やカリウム、カルシウムが多く含まれ、栄養素の宝庫とも言わ

れる野菜です。食物繊維の摂取は、ぶどう糖の吸収速度を緩やかにします。そのため、

食後の血糖値の上昇を防ぎ、コレステロールの吸収を抑制するなど、多くの生活習慣病

のリスクを低下させる働きがあると言われています。

今回のおすすめレシピは

1 人分 栄養価

エネルギー ２０７Kcal たんぱく質 ５.９ｇ

脂質 １０.６ｇ 炭水化物 ２１.５ｇ 食塩相当量 ０.９ｇ

※ 具のれんこんは、すりおろしではなく、

みじん切りでも良い。

作り方

① れんこんは、５㎜厚さの輪切り又は半

月切りにして、１分ほどレンジで加熱

しておく。

② 片栗粉 B、青のり、塩を混ぜておく。

③ すりおろしれんこんと豚ミンチ、パン

粉、片栗粉 A をよく混ぜ合わせる。

④ ①の輪切りれんこんに③を挟み、まわ

りに②の片栗粉をまぶす。

⑤ フライパンに油を入れて、④を弱火で

じっくり、蓋をして両面こんがり焼く。

材料（２人分）

れんこん ６０ｇ

すりおろしれんこん ５０ｇ

豚ミンチ ５０ｇ

パン粉 大さじ２

片栗粉Ａ 大さじ１

片栗粉Ｂ 大さじ２

青のり 小さじ１

塩 小さじ１/４

油 大さじ１

おすすめの組み合わせ

主食：ごはん

主菜：W れんこんの挟み焼き

副菜：青菜の胡麻（胡桃）和え

汁物：具だくさんみそ汁 等

☆組み合わせて、バランスよく食べましょう！

旬の食べ物は、

体に元気を

与えてくれます

०Λ৯΂Α ʢ͏ΕΜ͜Μฤʣ

W
ダブル

れんこんの挟み焼き
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ứ
ੜ
ࡔ
ଜ
に
͸
Ͳ
͜
͔
Β
ʁ
Ừ

　
い
く
さ
か
の
ڷ
の
入
ޱ
に
ܝ

ࣔ
し
て
あ
る
こ
の
地
図
。

　
དྷ
ళ
す
る
お
٬
様
が
ど
こ
か

ら
དྷ
た
の
だ
Ζ
う
か
ʁ
と
い
う

ٙ
໰
が
ු
か
Ϳ
も
の
の
ア
ン
έ

ー
ト
を
औ
る
の
は
大
͛
さ
だ
し

集
ܭ
す
る
の
も
໘
౗
く
さ
い
。何

か
な
い
も
の
か
と
考
͑
つ
つ
時

間
だ
け
が
過
͗
ڈ
る「
ઌ
ૹ
り
ઐ

໳
」の
Ӻ
௕
。

　
あ
る
時
立
ち
د
っ
た
場
所
で

̗
̑
α
Π
ζ
͙
ら
い
の
খ
さ
な

地
図
に
ҹ
を
つ
け
る
ද
ࣔ
を
ݟ

て
そ
ん
な
࿩
を
Ӻ
௕
ิ
ࠤ
に
し

た
と
こ
Ζ

˞
Ӻ
௕
は
つ
Ϳ
や
く
だ
け

˞
Ӻ
௕
ิ
ࠤ
は
Ϧ
ア
ϧ
Խ

あ
る
日
ڊ、
大
α
Π
ζ
の
༡
ͼ

一
年
と
は
ૣ
い
も
の
で
す
。

࠷
ۙ
ಛ
に
そ
う
感
じ
ま
す
。

　
い
く
さ
か
の
ڷ
が
࠷
も
೐
わ

う
Ϳ
ど
う
の
ق
અ
が
今
年
も
や

っ
て
き
ま
し
た
。

　
生
坂
村
自
ຫ
の
Ϳ
ど
う
は
、

৭
と
り
ど
り
、
本
౰
に
き
れ
い

な
ݟ
事
な
Ϳ
ど
う
が
ళ
಄
に
ฒ

ͼ
、
ٳ
み
時
間
に
少
し
ݟ
学
に

ߦ
き
ま
す
が
、
あ
ち
こ
ち
と
໨

Ҡ
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ݟ
て

い
る
だ
け
で
も
޾
ͤ
で
ָ
し
い

気
分
に
な
り
ま
す
。
生
࢈
者
の

օ
さ
ん
が
一
生
ݒ
໋
ख
Ԙ
に
か

け
て
ҭ
て
ら
れ
た
Ϳ
ど
う
だ
と

思
う
と
、大
切
に
ख
に
と
り
、味

わ
わ
ͤ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ݝ
಺
、
ݝ
֎
か
ら
も
毎
年
恒

例
の
੎
い
で
買
い
ٻ
め
に
དྷ
ら

れ
、
ѹ
౗
さ
ͤ
ら
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
ࢲ、
ど
も
の
お
や
き
、

お
ま
ん
じ
ỵ
う
も
お
ӄ
様
で
大

੝
況
で
す
。
ࢲ
は
ि
に
二
日
か

ら
ࡾ
日
ほ
ど
お
や
き
を
࡞
っ
て

い
ま
す
。
今
年
も
と
て
も
ॵ
い

日
が
ଓ
き
ま
し
た
が
、
օ
と
ڠ

力
し
て
ਫ
分
ิ
څ
を
こ
ま
め
に

気
分
で
参
Ճ
で
き
る
γ
ー
ϧ
を

ష
る
地
図
を
࡞
੒
し
、ళ
಄
に
ܝ

ࣔ
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
す
る
と
ど
う
で
し
ょ
う
！ 

དྷ

ళ
す
る
お
٬
様
が
大
人
も
子
ڙ

も
み
な
さ
ん
ָ
し
そ
う
に
γ
ー

ϧ
を
ష
っ
て
い
き
ま
す
ݱ。
ࡏ
３

ճ
໨
の
ߋ
৽
が
さ
れ
た
地
図
で

す
が
、
܏
向
と
し
て
શ
ࠃ
地
図

だ
と
ट
౎
ݍ
や
Ѫ
஌
ݝ
、
ؔ
੢

ݍ
が
多
く
、
௕
໺
ݝ
だ
け
で
ݟ

る
と
দ
本
よ
り
๺
ଆ
に
集
中
し

て
い
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
認
஌
度
が
௿
い
こ

と
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、実
は

「
生
坂
村
」や「
い
く
さ
か
の
ڷ
」

を
஌
ら
な
い
人
が
た
く
さ
ん
い

そ
う
な
の
で「
ま
だ
ま
だ
৳
ͼ
し

Ζ
が
あ
る
ͧ
」と
લ
向
き
に
ೳ
ఱ

気
に
考
͑
る
Ӻ
௕
で
す
。

こ
の
ࣸ
ਅ
で
は
ݟ
に
く
い
の

で
気
に
な
る
方
は「
ち
ょ
～
っ
と

そ
こ
ま
～
で
、い
く
さ
か
の
ڷ
̇

い
く
さ
か
の
ڷ
̇
」に
଍
を
お
ӡ

ͼ
く
だ
さ
い
。

と
り
な
が
ら
の
り
き
っ
て
い
ま

す
࠷。
ۙ
は
、若
ख
ϝ
ン
ό
ー
が

お
や
き
࡞
り
の
方
に
ճ
っ
て
く

れ
て
、一
ॹ
に
࡞
っ
て
い
ま
す
。

と
て
も
ு
り
合
い
で
す
し
ָ
し

い
で
す
。
օ
さ
ん
֮
͑
が
ૣ
く

と
て
も
ॿ
か
り
ま
す
。
も
っ
と

多
く
の
方
に
お
や
き
࡞
り
を
֮

͑
て
い
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
い

い
と
思
い
ま
す
。

　
ࢲ
も
、お
や
き
、お
ま
ん
じ
ỵ

う
、
う
ど
ん
が
い
つ
ま
で
も
大

人
気
の
ڷ
土
৯
で
あ
り
ଓ
け
る

よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ݝ
࿑
ಇ
ҕ
һ
会
で
は
、
࿑
ಇ

໰
୊
の
ઐ
໳
家
が
中
立
、
ެ
ਖ਼

な
立
場
で
、
࿑
ಇ
者
ݸ
人
と
事

ۀ
ओ
と
の
ޏ
用
の
ト
ラ
ブ
ϧ

（
ղ
ޏ
、
௞
ۚ
、
ύ
ϫ
ϋ
ラ
౳
）

に
つ
い
て
、「
あ
っ
ͤ
ん
」
に
よ

り
ԁ
ຬ
な
ղ
ܾ
を
お
ख
఻
い
し

て
い
ま
す
。

　
ख
ଓ
き
は
、
؆
୯
ɾ
ແ
料
で
、

࠙
切
ஸ
ೡ
に
お
࿩
を
࢕
い
ま

す
。
ま
た
ൿ
ີ
は
ݫ
क
さ
れ
ま

す
。

˗
お
໰
い
合
わ
ͤ

中
৴
࿑
੓
事
務
所

☎︎
࢛
〇-

一
۝
ࡾ
六

ݝ
࿑
ಇ
ҕ
һ
会
事
務
ہ

ὸ
〇
二
六-

二
ࡾ
五-

ࣣ
࢛
六
ീ

ぶ
ど
う
も
お
や
き
も
大
賑
わ
い

か
あ
さ
ん
家

　
藤 

澤  

澄 

子

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
だ
よ
り

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
だ
よ
り

II

ʓ
݄
͸
ủ
ݸ
ผ
࿑
ಇ
ฆ

ʓ
݄
͸
ủ
ݸ
ผ
࿑
ಇ
ฆ

૪
͋
ỳ
ͤ
Μ
੍
度
Ứ

૪
͋
ỳ
ͤ
Μ
੍
度
Ứ

प
஌
݄
ؒ
Ͱ
͢

प
஌
݄
ؒ
Ͱ
͢
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歯
に
必
要
な
栄
養
素

　
݈
߁
な
ࣃ
を
อ
つ
た
め
に
ඞ

要
な
ӫ
養
ૉ
と
し
て
、主
に「
Χ

ル
γ
ウ
Ϝ
」「
タ
ン
ύ
ク
࣭
」「
Ϗ

タ
ϛ
ン
̖
・
̘
・
̙
」
が
ڍ
͛
ら

れ
ま
す
が
、
他
に
も
ඞ
要
ෆ
Մ

ܽ
な
ӫ
養
が
あ
り
ま
す
。

ɹ
Ϛ
ά
ω
γ
΢
Ϝ

　
ࣃ
の
Τ
φ
ϝ
ル
࣭
の
強
Խ
に

ඞ
要
な
ӫ
養
ૉ
で
、
௎
؅
か
ら

Χ
ル
γ
ウ
Ϝ
を
ٵ
ऩ
す
る
の
を

助
け
ま
す
。ま
た
ࡉ、
๔
಺
で
ಇ

き
ऴ
わ
っ
た
Χ
ル
γ
ウ
Ϝ
を
ମ

֎
へ
ഉ
ग़
さ
せ
る
作
用
も
あ
り

ま
す
。
マ
ά
ω
γ
ウ
Ϝ
が
ෆ
଍

す
る
と
ࠎ
ૈ
ᱷ
঱
の
ݪ
Ҽ
や
、

ࣃ
の
࣭
が
ೈ
ら
か
く
な
り
む
し

ࣃ
に
な
り
қ
い
ࣃ
に
な
り
ま

す
。ま
た
ࣃ、
͙
き
の
݂
ྲྀ
が
ѱ

Խ
し
ࣃ
೑
Ԍ
や
ࣃ
प
Ԍ
な
ど
が

発
঱
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

ɹ
ѥ
Ԗ

　
ࣃ
の
強
Խ
を
助
け
る
ϛ
ω
ラ

ル
で
す
。
主
に
タ
ン
ύ
ク
࣭
の

合
成
や
コ
ラ
ー
ή
ン
の
合
成
に

ਂ
く
係
わ
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

৽
௠
୅
ँ
を
੔
え
ਖ਼
ৗ
に
す
る

も
、
よ
く
ט
ま
ͣ
に
ҿ
み
ࠐ
ん

で
い
た
ら
े
෼
な
ಇ
き
が
ग़
དྷ

ま
せ
ん
。
な
が
ら
৯
΂
に
も
気

を
付
け
て
、
よ
く
ט
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
Ỷ
う
。

　
ま
た
、
ӫ
養
ૉ
を
࠾
っ
て
い

れ
ば
安
৺
と
い
う
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。৯
΂
た
後
は
し
っ
か

り
ࣃ
ຏ
き
を
し
て
Ԛ
れ
を
མ
と

す
こ
と
が
大
੾
で
す
。
こ
ま
め

に
う
が
い
を
し
た
り
、
ਫ
෼
を

と
っ
た
り
す
る
こ
と
も
஬
ࣃ
や

ࣃ
प
ප
༧
防
に
ޮ
Ռ
త
で
す
。

 

生
ࡔ
村
ࣃ
Պ
਍
ྍ
所

ಇ
き
が
あ
り
ま
す
。
ѥ
Ԗ
が
ෆ

଍
す
る
と
タ
ン
ύ
ク
࣭
や
コ
ラ

ー
ή
ン
合
成
が
う
ま
く
い
か
な

い
た
め
、ഽ
が
ߥ
れ
た
り
ޱ、
಺

Ԍ
が
ग़
や
す
く
な
っ
た
り
、
ຯ

֮
が
ਖ਼
ৗ
に
อ
て
な
い
な
ど
の

঱
状
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

ɹ
Ϗ
λ
ϛ
ϯ
̗
ớ܈
̗
ɾ̗̒
12ɾ

༿
ࢎ
Ờ

　
೪
ບ
の
݈
߁
を
ҡ
࣋
す
る
の

に
役
ཱ
ち
ま
す
。
ಛ
に
Ϗ
タ
ϛ

ン
̗
12
・
̗
̒
は
ޱ
಺
Ԍ
の
঱

状
を
؇
࿨
す
る
作
用
が
ظ
଴
で

き
ま
す
。ま
た
、コ
ラ
ー
ή
ン
生

成
を
્
害
す
る
と
い
わ
れ
て
い

る
݂
த
ϗ
Ϟ
ス
テ
イ
ン
を
௿
Լ

さ
せ
、
ྑ
࣭
な
コ
ラ
ー
ή
ン
を

อ
ち
、
ࠎ
や
ࣃ
ܪ
の
݈
߁
を
ҡ

࣋
し
ま
す
。

ɹ
Ϧ
ϯ

　
ࣃ
の
ද
໘
で
あ
る
Τ
φ
ϝ
ル

࣭
を
ߗ
く
ৎ
෉
に
す
る
ϛ
ω
ラ

ル
で
す
。

ɹ
৯
෺
ણ
ҡ

　
ޱ
಺
؀
ڥ
を
੔
え
る
ӫ
養
ૉ

で
す
。
৯
෺
ણ
ҡ
が
๛
෋
な
৯

品
を
ྑ
く
ט
む
こ
と
で
、
ଣ
ӷ

の
෼
ൻ
が
促
進
さ
れ
、
ࣃ
や
ઉ

の
Ԛ
れ
を
ચ
い
ྲྀ
す
助
け
に
な

り
ま
す
。

　
ど
ん
な
に
ྑ
い
৯
事
を
し
て

　
ా
ん
΅
の
Ҵ
は
き
れ
い
に
מ

り
取
ら
れ
、೶
Ո
の
皆
さ
ん
は
一

ஈ
མ
し
て
い
ま
す
で
し
Ỷ
う
か
。

本
౰
に
お
ർ
れ
༷
で
す
。
日
が

୹
く
な
り
お
൴
؛
を
ա
͗
る

と
、
ன
ؒ
׼
を
か
い
た
ମ
も
༦

方
に
は
ྫྷ
え
て
き
ま
す
。
や
ま

な
み
૳
の
お
෩
࿊
で
Թ
ま
っ
て

く
だ
さ
い
。

九
月
の
や
ま
な
み
૳
の
৯
ಊ

で
はừ
ま
͙
Ζ
က
フ
ェ
ア
Ửと
し

ま
し
て「
ま
͙
Ζ
က
」「
づ
け
က
」

「
ω
Ϊ
ト
ロ
က
」の
三
種
ྨ
の
က

を
各
一
六
〇
〇
円
で
ఏ
ڙ
し
て

い
ま
す
。三
〇
日
ま
で
開
催
し
て

い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
৆
ຯ
く
だ

さ
い
。ま
た
、ळ
ࡇ
り
用
ࢗ
਎
੝

ࡼ
、オ
ー
ド
ブ
ル
を
八
月
߸
の
޿

報
で
ご
Ҋ
಺
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
お
電
話
く
だ
さ

い
。ळ
の
ఆ
൪「
ޥ
こ
く
」と「
ޥ

の
؁
࿐
ࣽ
」の
ご
஫
จ
も
ঝ
っ
て

お
り
ま
す
。

九
月
は
、
生
ࡔ
村
の
主
役
̍

̕
̏
Χ
ラ
ỽ
ト
ブ
ド
ウ
が
ग़
回

っ
て
い
ま
す
。い
く
さ
か
の
ڷ
・

各
೶
Ԃ
の
他
や
ま
な
み
૳
ച
ళ

で
も
ൢ
ച
し
ま
す
の
で
た
く
さ

ん
の
お
٬
༷
に
お
ങ
い
ٻ
め
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。や
ま

な
み
૳
で
は
σ
β
ー
ト
な
ど
に

使
用
し
、ಛ
ผ
な
ϝ
ニ
ュ
ー
と
し

て
ご
ఏ
ڙ
し
ま
す
の
で
、
ご
ར

用
く
だ
さ
い
。

དྷ
年
一
月
த
०
か
ら
三
月
த

०
ま
で
վ
修
޻
事
が
行
わ
れ
る

た
め
二
か
月
ؒ
ٳ
ؗ
し
ま
す
。

લ
౗
し
で
行
え
る
行
事
・
会
合

等
ご
͟
い
ま
し
た
ら
、ぜ
ひ
や
ま

な
み
૳
を
ご
ར
用
く
だ
さ
い
。

ご
ෆ
ศ
、
ご
໎
࿭
を
お
か
け

し
ま
す
が
Կ
ଔ
よ
Ζ
し
く
お
ئ

い
申
し
্
͛
ま
す
。

Ώ
の
ん
び
り

湯
っ
た
り

や
ま
な
み
荘

ࣃ
ỳ
ͽ
ồ
ͨ
͍
Ή



��

　
大
޷
き
ୂ
と
し
て
活
動
を
開

࢝
し
、気
が
つ
け
ば
一
年
二
か
月

が
経
ち
ま
し
た
。
ӈ
も
ࠨ
も
分

か
ら
な
い
状
ଶ
で
し
た
が
、
気

が
つ
け
ば
地
域
に
少
し
ず
つ
ࠜ

෇
き
、
੒
௕
ஶ
し
い
ࡶ
૲
と
の

ઓ
い
が
ま
も
な
く
ऴ
わ
り
そ
う

な
状
況
に
安
ూ
し
て
い
ま
す
。

ݱ
ࡏ
、
い
く
さ
か
૑
଄
の
৿

で
は
、
少
ྔ
多
品
छ
の
ാ
は
も

ち
Ζ
ん
、
อ
ҭ
Ԃ
ࣇ
と
一
ॹ
に

ࣘ
い
た
大
౾
の
؅
理
を
中
心

に
、
日
々
さ
ま
͟
ま
な
ۀ
務
に

௥
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
な

か
、
今
年
の
六
月
に
ङ
ྌ
໔
ڐ

を
औ
ಘ
で
き
た
の
で
、
今
ظ
か

ら
्
֐
ۦ
আ
を
݉
ね
た
ङ
ྌ
に

も
௅
ઓ
す
る
༧
定
で
す
。

　
一
〇
月
か
ら
は
「
ཱྀ
す
る
い

き
も
の
大
学
ߍ
！
」
の
ୈ
二
ظ

が
ス
タ
ー
ト
。
૑
଄
の
৿
を
෣

୆
に
村
֎
か
ら
໿
二
〇
໊
の
ή

ス
ト
を
ܴ
͑
て
、
自
཯
分
ࢄ
ܕ

の
৽
し
い
地
域
ί
ϛ
ỿ
χ
テ
ィ

や
ཬ
地
ཬ
ࢁ
の
࠶
生
の
ࡏ
り
方

な
ど
を
ݕ
౼
し
て
い
き
ま
す
。

　
ほ
か
に
も
、
ۭ
き
家
ؔ
࿈
ۀ

務
や
ή
ス
ト
ϋ
ウ
ス
ӡ
Ӧ
な

ど
、
や
り
た
い
こ
と
は
ौ
଺
し

て
い
ま
す
が
、
大
޷
き
ୂ
の
೚

ظ
を
フ
ϧ
活
用
し
て
、
Ҿ
き
ଓ

き
৭
ん
な
ν
Ỿ
レ
ン
ジ
を
し
て

い
き
た
い
で
す
。

 

（
ඌ
Ҫ
ా
ক
年
）

 　

˕
ମ
ݧ
ೖ
ֶ
࣮
ࢪ
͠
·
͠
ͨ

　
中
学
ࡾ
年
生
と
そ
の
อ
ޢ
者

の
方
々
を
ର
৅
と
し
た
今
年
度

の
ମ
ݧ
入
学
を
ീ
月
一
日
に
実

施
し
ま
し
た
。今
年
は
、生
ె
二

ീ
໊
、อ
ޢ
者
ɾ
Ҿ
཰
者
一
五
໊

の
参
Ճ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
શ
ମ
会
で
は
、
ߍ
௕
か
ら
の

׻
ܴ
の
ѫ
ࡰ
に
ଓ
い
て
、
ڭ
಄

か
ら
学
ߍ
֓
ཁ
と
ྩ
࿨
ീ
年
度

の
入
学
者
選
ൈ
に
つ
い
て
આ
໌

し
ま
し
た
。さ
ら
に
、ਐ
࿏
ࢦ
ಋ

ओ
事
か
ら
、
本
ߍ
の
ਐ
࿏
学
習

の
様
子
や
ਐ
࿏
状
況
に
つ
い
て

お
࿩
し
し
ま
し
た
。

৯
΂
方
を
考
͑
る
～
」、社
会
Պ

で
は
「
ಸ
良
ɾ
ฏ
安
の
෹
ڭ
文

Խ
」、
ܳ
ज़
Պ
の
書
ಓ
で
は
「
ߦ

書
で
自
分
の
໊
લ
を
書
い
て
み

よ
う
」
と
い
う
テ
ー
Ϛ
が
あ
り

ま
し
た
。

　
参
Ճ
し
た
中
学
生
か
ら
は

「
ډ
心
地
が
良
い
所
で
、ͥ
ͻ
ま

た
དྷ
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
」

と
、อ
ޢ
者
の
方
か
ら
は「
学
ߍ

શ
ମ
の
様
子
、
ง
ғ
気
な
ど
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
て
と
て

も
よ
か
っ
た
で
す
」
と
の
感
૝

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
文
੹ 

ڭ
಄ 

૔
下 

௚
）

　
生
ె
会
役
һ
の
օ
さ
ん
は
、一

年
間
の
学
ߍ
生
活
の
様
子
や
ߦ

事
、生
ె
会
活
動
な
ど
に
つ
い
て

ࣸ
ਅ
を
と
て
も
ޮ
Ռ
的
に
使
っ

た
ス
ラ
Π
υ
で
紹
介
し
て
く
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
ӡ
動
෦
ɾ
文
Խ

෦
そ
れ
ͧ
れ
の
୅
ද
生
ె
に
よ

る
活
動
紹
介
も
あ
り
ま
し
た
。

શ
ମ
会
の
ޙ
に
は
、
े
会
場

に
分
か
れ
て
໛
ٖ
त
ۀ
を
ߦ
い

ま
し
た
。
あ
ら
か
じ
め
त
ۀ
಺

༰
一
ཡ
ද
か
ら
選
ん
で
も
ら
っ

た
त
ۀ
を
、
อ
ޢ
者
の
օ
さ
ん

と
一
ॹ
に
ମ
ݧ
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　
い
く
つ
か
例
を
ڍ
͛
る
と
、

家
ఉ
Պ
で
は
「
ੈ
ք
の
৯
事
～

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り



��

　
ত
࿨
五
ࣣ
年
か
ら
࢝
ま
っ
た

「
ٹ
急
の
日
」
は
、
今
年
の
۝
月

۝
日
で
࢛
ࡾ
ճ
໨
と
な
り
、
શ

ࠃ
で
は
様
々
な
औ
り
૊
み
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。今
ճ
は
、օ

様
に「
ٹ
໋
の
࿈
࠯
」に
つ
い
て

お
఻
͑
し
ま
す
。

　
ٹ
໋
の
࿈
࠯
と
は
、
࢛
つ
の

߲
໨
か
ら
な
り
、
す
΂
て
が
్

切
れ
る
こ
と
な
く
ܨ
が
る
こ
と

で
ٹ
໋
ޮ
Ռ
が
向
্
す
る
こ
と

を
ද
し
て
い
ま
す
。

˔
一
つ
໨
は「
心
ఀ
ࢭ
の
༧
๷
」

で
す
。
心
ଁ
や
ݺ
ٵ
が
ࢭ
ま
っ

て
し
ま
っ
た
場
合
の
ٹ
໋
ॲ
ஔ

も
大
事
で
す
が
、
何
よ
り
も
ಥ

વ
ࢮ
を
ະ
વ
に
๷
͙
こ
と
が
一

˔
ࡾ
つ
໨
は「
一
次
ٹ
໋
ॲ
ஔ
」

で
す
。
ࢭ
ま
っ
て
し
ま
っ
た
心

ଁ
と
ݺ
ٵ
の
動
き
を
、
心
ഏ
ો

生
๏
や
̖
̚
̙
の
使
用
に
よ
っ

て
ॿ
け
ま
す
。
೴
は
心
ଁ
が
ࢭ

ま
る
と
े
五
ඵ
以
಺
に
意
ࣝ
が

な
く
な
り
、
ࡾ
～
࢛
分
以
্
そ

の
ま
ま
の
状
ଶ
が
ଓ
く
と
ճ
෮

が
ࠔ
೉
と
な
り
ま
す
。
心
ଁ
が

ࢭ
ま
っ
て
い
る
間
、
心
ഏ
ો
生

に
よ
っ
て
೴
や
心
ଁ
に
݂
ӷ
を

ૹ
り
ଓ
け
る
こ
と
が
、
ޙ
Ҩ
঱

を
࢒
さ
な
い
た
め
に
ॏ
ཁ
で

す
。
໋
が
ॿ
か
る
Մ
ೳ
性
は
時

間
の
経
過
と
と
も
に
௿
下
し
て

い
き
ま
す
が
、
そ
の
場
に
ډ
合

わ
ͤ
た「
あ
な
た
」が
心
ഏ
ો
生

๏
を
ߦ
う
こ
と
で
ٹ
໋
の
ν
Ỿ

ン
ス
を
高
め
ま
す
。

˔
࢛
つ
໨
は
「
二
次
ٹ
໋
ॲ
ஔ

と
心
ഥ
࠶
開
ޙ
の
集
中
࣏
ྍ
」

で
す
ٹ。
急
ٹ
໋
࢜
や
ҩ
ࢣ
が
、

ༀ
や
ث
۩
౳
を
使
用
し
て
心
ଁ

の
動
き
を
औ
り
໭
す
こ
と
を
໨

ࢦ
し
ま
す
。
心
ଁ
の
動
き
を
औ

り
໭
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ҩ

ྍ
ػ
ؔ
に
よ
る
集
中
࣏
ྍ
に
よ

り
社
会
෮
ؼ
を
໨
ࢦ
し
ま
す
。

൪
ޮ
Ռ
的
で
す
。
お
子
さ
ん
の

事
ނ
の
ة
ݥ
を
ະ
વ
に
๷
͙
こ

と
や
、
大
人
で
は
生
活
習
慣
の

վ
ળ
も
大
切
な
༧
๷
の
一
つ
で

す
。ま
た
、急
性
心
ے
ߎ
࠹
や
೴

ଔ
中
の
ॳ
ظ
঱
状
に
気
෇
き
、

少
し
で
も
ૣ
く
ٹ
急
ं
を
ཁ
੥

す
る
こ
と
が
ॏ
ཁ
で
す
。

˔
二
つ
໨
は
「
心
ఀ
ࢭ
の
ૣ
ظ

認
ࣝ
と
௨
ใ
」で
す
。ಥ
વ
౗
れ

た
人
や
、
൓
応
の
な
い
人
を
ݟ

つ
け
た
ら
、
た
だ
ち
に
心
ఀ
ࢭ

を
ٙ
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

心
ఀ
ࢭ
の
Մ
ೳ
性
が
あ
れ
ば
大

੠
で
応
ԉ
を
ݺ
ͼ
一
一
۝
൪
௨

ใ
と
̖
̚
̙
の
ख
配
を
ґ
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

ợ
ま
と
め
Ụ

　
心
ଁ
や
ݺ
ٵ
が
ࢭ
ま
っ
た
人

の
࣏
ྍ
は
一
分
一
ඵ
を
૪
い
ま

す
。
ま
ず
、ඞ
ཁ
な
こ
と
は
「
す

͙
に
一
一
۝
൪
௨
ใ
」
を
す
る

こ
と
で
す
。
一
一
۝
൪
௨
ใ
が

ૣ
け
れ
ば
ૣ
い
ほ
ど
ٹ
急
ୂ
һ

や
ҩ
ࢣ
に
よ
る
ٹ
໋
ॲ
ஔ
を
、

ૣ
ظ
に
ड
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
ٹ。
急
ं
が
དྷ
る
ま
で
は
ݱ、

場
に
ډ
合
わ
ͤ
た
օ
様
が
、
ٹ

急
ୂ
や
ҩ
ࢣ
΁
໋
の
ό
ト
ン
を

Ҿ
き
ܧ
͛
る
よ
う
に
、
こ
れ
を

ػ
に
ٹ
急
ٹ
໋
ߨ
習
の
ड
ߨ
を

ݕ
౼
し
て
く
だ
さ
い
。

˙
お
໰
い
合
わ
ͤ

দ
本
޿
域
ফ
๷
ہ
໌
Պ
ফ
๷
ॺ

ὸ
六
二-

二
۝
۝
二

秋
の
๚
れ
と
と
も
に
、
生
坂

村
の
໊
࢈
で
あ
る
Ϳ
ど
う
の
ق

અ
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
生
坂

村
に
ෝ
೚
が
ܾ
ま
っ
て
以
དྷ
、

ࢲ
は
こ
の
時
ظ
を
心
଴
ち
に
し

て
い
ま
し
た
。

お
ຍ
に
ؼ
ল
し
た
ࡍ
、
ಓ
の

Ӻ
で
ߪ
入
し
た
ϋ
ウ
ス
Ϳ
ど
う

を
親
族
に
;
る
ま
う
と
、「
お
い

し
い
！
」と
ت
ば
れ
ま
し
た
。೶

ۀ
を
Ӧ
Ή
॑
෕
か
ら
は
「
生
坂

の
Ϳ
ど
う
は
༗
໊
で
、
೶
Ԃ
を

ݟ
学
し
た
こ
と
が
あ
る
」
と
ฉ

き
、
վ
め
て
そ
の
஌
໊
度
を
実

感
し
ま
し
た
。

こ
の
ݪ
ߘ
を
書
い
て
い
る
۝

月
্
०
ݱ
ࡏ
、
࿐
地
も
の
を
ま

だ
味
わ
͑
て
い
ま
ͤ
ん
が
、
本

֨
的
に
ൢ
ച
が
࢝
ま
っ
た
ら
親

族
に
も
ಧ
け
た
い
と
思
い
ま

す
。
も
ち
Ζ
ん
自
分
用
に
も
ߪ

入
し
、
Π
ク
α
カ
ラ
ッ
ト
を
ת

ೳ
す
る
༧
定
で
す
。

ॳ
め
て
ܴ
͑
る
生
坂
の
秋

は
、
Ϳ
ど
う
と
と
も
に
記
Ա
に

࢒
る
ق
અ
に
な
り
そ
う
で
す
。

 

（
神
ా
）

【防災アドバイス】

　松本広域消防局
　　　明科消防署

〈救命の連鎖について〉

編
集
後
記

編
集
後
記
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ψ
ー
ମ
験
、そ
ば
ଧ
ち
ମ
験
、生

ࡔ
ཾ
ᠳ
ଠ
ޑ
ମ
験
、
ϋ
ν
ク
の

঎
品
加
޻
ମ
験
、
஛
ト
ン
Ϙ
づ

く
り
、
近
ྡ
ொ
村
の
ಓ
の
Ӻ
見

学
、
্
野
೶
村
ެ
Ԃ
の
除
૲
作

ۀ
、Ϳ
ど
う
の
ऩ
֭
・
ग़
ՙ
作
ۀ

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
最
ऴ
日
に
は
、
お
ੈ
話
に

な
っ
た「
や
ま
な
み
૳
」の
ਗ਼
૟

作
ۀ
を
行
い
、
六
日
ؒ
の
地
域

ڠ
ಇ
活
動
を
ऴ
ྃ
し
ま
し
た
。

　
学
生
は
、
こ
の
活
動
で
多
く

の
方
ʑ
と
交
ྲྀ
を
ਂ
め
る
こ
と

が
で
き
و
重
な
ମ
験
と
な
っ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
ご
ڠ
ྗ
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
͟
い

ま
し
た
。

　
八
月
二
五
日（
月
）か
ら
八
月

三
〇
日（
土
）
ま
で
の
六
日
ؒ
、

四
໊
の
学
生
を
受
け
入
れ
、
૬

໛
ঁ
ࢠ
大
学
「
地
域
ڠ
ಇ
活
動
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
૬
໛
ঁ
ࢠ
大
学
と
の
࿈
ܞ
事

ۀ
は
ฏ
成
二
七
年
度
か
ら
行
っ

て
お
り
、令
࿨
六
年
度
ま
で
に
Ԇ

΂
一
〇
一
໊
の
学
生
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、各
ஂ
ମ
の
皆
さ
ん

と
の
交
ྲྀ
を
ਂ
め
な
が
ら
༷
ʑ

な
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
自
વ
๛
か
な

生
ࡔ
村
に
お
い
て
、
村
民
の
皆

さ
ん
と
の
交
ྲྀ
を
ਂ
め
な
が

ら
、ए
い
ྗ
と
行
動
ྗ
、ॊ
ೈ
な

発
૝
や
৽
઱
な
ײ
性
を
発
ش

し
、
生
ࡔ
村
で
の
৯
・
೶
・
จ
Խ

等
の
ମ
験
を
通
͡
て
、
ಛ
࢈
品

の
঎
品
開
発
ٴ
び
࣋
続
Մ
ೳ
な

ϝ
ニ
ュ
ー
づ
く
り
を
໨
指
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

活
動
ॳ
日
は
、
؍
ޫ
ス
ポ
ỽ

ト
や
活
動
場
所
の
確
認
の
た

め
、ス
Χ
イ
ス
ポ
ー
π
ެ
Ԃ
、Ϳ

ど
う
ஂ
地
、
ࢁ
ਗ਼
࿏
等
に
行
き

ま
し
た
。

　
二
五
日
か
ら
二
九
日
ま
で
は
、

各
ஂ
ମ
の
皆
さ
ん
に
ご
ڠ
ྗ
い

た
だ
き
、Ϥ
Ψ
ମ
験
ࢁ、
ਗ਼
࿏
Χ

૬
໛
ঁ
ࢠ
େ
ֶ
஍
Ҭ
ڠ
ಇ
׆
ಈ

૬
໛
ঁ
ࢠ
େ
ֶ
஍
Ҭ
ڠ
ಇ
׆
ಈ

ڕ
ͷ
௫
Έ
औ
Γ
ମ
ݧ

ڕ
ͷ
௫
Έ
औ
Γ
ମ
りݧ

が
と
う
ご
͟
い
ま
し
た
。

ެ
民
ؗ
で
は
今
後
も
、
ମ
験

ܕ
の
イ
ϕ
ン
ト
を
ا
ը
し
て
い

き
ま
す
。「
こ
ん
な
の
ָ
し
そ

う
」
な
ど
の
ア
イ
σ
ア
が
あ
れ

ば
、ぜ
ひ
ެ
民
（ؗ
̗
ˍ
̜
ւ
༸

η
ン
タ
ー
಺
）
ま
で
お
د
せ
く

だ
さ
い
。

八
月
三
日（
日
）に
、
ࡄ
઒
ړ

ۀ
組
合
ୈ
七
支
部
の
皆
さ
ん
の

ご
ڠ
ྗ
の
Լ
、
ڕ
の
௫
み
取
り

ମ
験
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ެ
民
ؗ
で
は
、日
ʑ
、༷
ʑ
な

講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、

今
回
は
、
ࡄ
઒
ྲྀ
域
で
ݹ
く
か

ら
࢈
ۀ
と
し
て
発
ల
し
て
き
た

「
ニ
δ
マ
ス
」
に
ண
໨
し
、
Ն
ٳ

み
த
の
খ
学
生
を
対
象
と
し
た

ମ
験
会
を
ا
ը
し
ま
し
た
。

౰
日
は
、
組
合
の
ࠊ
ݪ
ོ
さ

ん
か
ら
ニ
δ
マ
ス
に
つ
い
て
ご

説
明
い
た
だ
い
た
後
、
௫
み
取

り
を
開
࢝
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
খ
学
生
の
த
に

は
、
ॳ
め
て
ڕ
を
৮
る
ࢠ
も
お

り
、
ମ
験
会
は
大
੝
況
と
な
り

ま
し
た
。

あ
ら
た
め
て
、
ご
ڠ
ྗ
い
た

だ
い
た
ړ
ۀ
組
合
の
皆
༷
、
あ


